
「
李
白
飯
栗
山
頭
逢
杜
甫
」
逸
話
者

-
　
禅
林
　
に
　
お
　
け
　
る
杜
甫
像
寸
見

文
筆
の
業
を
*
重
し
た
本
朝
神
林
・
禅
僧
に
及
ぼ
し
た
李
白
・
朴
荷
の
彫
饗

は
大
で
あ
る
。
李
白
に
対
し
て
は
、
そ
の
自
由
で
奔
放
な
行
動
・
作
品
を
基
盤

・
'
-
蝣
・
-
.
-
'
-
・
蝣
'
:
蝣
'
-
'
小
‥

十
'
-
'
"
'

.
-
.
-
'
.
'
蝣
'
'
:
-
"
"

.

.
'
-
∴
-
-
'
-
'
・
'
-
,
'
蝣
-
,
'
*
'
]

「
天
上
の
人
」
・
「
仙
」
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
点
、
杜
南
は
対
照
的
で
あ
る
0

そ
の
特
質
は
「
地
上
の
人
」
・
「
惜
」
に
あ
る
と
考
え
る
。
杜
再
の
逸
話
の
底

に
漂
っ
て
い
る
の
は
悲
哀
で
あ
り
'
悲
惨
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

〔
工
〕
典
拠

・
-
・
-
・
.
・
I
-
∵
‥
誉
-
1
'
-
)
-
-
I
-
い
=
一

朝
　
　
倉
　
　
　
　
　
尚

相
当
す
る
〝
戯
札
〃
 
'
孟
実
の
評
に
相
当
す
る
〝
説
其
拘
束
也
〃
に
注
目
さ
れ

る
。
李
白
は
、
作
品
ば
か
り
で
な
く
万
事
に
わ
た
り
拘
束
・
束
糾
さ
れ
た
杜
甫

の
窮
屈
な
有
様
に
対
し
,
戯
れ
に
詩
作
に
よ
っ
て
諮
っ
た
も
の
で
あ
る
(

く
よ
う
に
、
李
白
が
散
旬
を
も
っ
て
す
る
古
体
の
詩
に
お
い

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
秀
作
を
も
の
し
た
の
に
対
し
'
粧
甫
はて
i!r ("

紘,:!j
詩・

俳
優
に

x
s
固

詩
の
う
ち
と
-
に
対
句

誼
視
す
る
律
詩
に
秀
れ

話
」
と

称
す
る
略
)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
典
拠
と
し
て
は
'
本
事
讃

逸
第
三
と
さ
れ
る
。

自
才
逸
気
高
、
奥
陳
拾
道
西
名
'
～
'
故
陳
李
二
葉
へ
緋
詩
殊
少
'
軍
言
興

寄
探
微
、
五
言
不
如
四
言
'
七
言
又
其
離
也
'
況
使
東
於
単
調
俳
優
哉
'
故

戯
柾
目
'鮫

斬
山
瑚
辻
仕
m
 
m
叫
<
"
"
.
I
十
=
-
-
-
;
+
　
-
間
川
前
)
w
.
柑
r
i
j

紐
馬
従
前
作
詩
苦

・
'
'
'
L
I
川
　
　
高
　
　
　
　
　
二

逸
話
の
目
的
は
'
李
白
の
〝
高
逸
″
の
言
行
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
詩
~
題
に

飯
新
山
頭
逸
話
(
請
)
は
'
作
者
・
李
白
の
高
逸
よ
り
も
詠
出
さ
れ
た
机
甫

の
「
痩
」
を
示
す
逸
話
(
請
)
と
し
て
の
性
格
を
沢
-
し
な
か
ら
、
膳
煙
古
・

州
的
ゥ
ー
K
・
」
f
-
∵
池
は
苅
詰
・
詩
経
既
記
　
譜
"
r
J
事
・
机
柿
1
蝣
・
"
・
/
-
∴
l

詩
話
等
'
主
と
し
て
詩
話
類
に
収
め
ら
れ
な
が
ら
'
流
布
し
た
。
李
白
の
作
品

集
に
載
っ
て
い
な
い
こ
の
逸
話
詩
に
つ
い
て
は
、
作
者
は
李
白
で
は
な
く
'
晩

唐
の
こ
ろ
李
白
の
名
に
託
し
て
生
ま
れ
た
偽
作
で
あ
る
と
別
解
さ
れ
る
に
い
た

m
m飯

類
山
頭
逸
話
は
'
偽
作
と
は
い
い
な
が
ら
、
李
杜
の
性
格
・
交
友
を
考
え

る
上
で
有
益
・
参
考
と
な
る
.
そ
れ
だ
け
に
'
現
在
で
も
種
々
の
問
題
点
・
疑
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間
点
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
,
郡
抹
若
氏
(
順
甥
!

r
v
-
.
r
'
.
-
　
'
"
'
-
'
-
-
¥
　
　
　
　
㍊
仁
.

訳
・
「
李
白
と

第
一
編
李
白
に

〝
杜
甫
に
お

江
口
f
f
.
・
?
'
:
-

の
御
論
考
が
あ
る
。
醇
に
'
郭
抹
若
氏
は
こ
の
逸
話
詩
に
つ
い
て
へ
真
心
の
こ

も
っ
た
李
白
の
真
作
で
あ
る
と
し
て
論
を
進
め
ら
れ
る
3
詩
越
相
当
部
の
「
戯
」



字
は
後
に
誤
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
上
で
、
転
・
結
句
を
李

白
と
粧
甫
の
問
等
あ
る
と
解
さ
れ
る
(
欄
讐
髭
抑
鐙
指
紋
欄

じ
ゃ
な
い
か
〃
と
李
白
が
問
う
た
の
に
対
し
て
〟
昔
か
ら
ず
っ
と
詩
を
作
る

に
苦
し
ん
だ
せ
い
さ
ル
と
杜
甫
が
苧
乙
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
の
こ
agETC

m
m

:
-
3
Z
閲

∴
"
'
'
-
.
1
　
;
・
　
蝣
-
-
-
1
-
-
.
,
・
-
.
・
・

確
認
さ
れ
る
親
密
な
交
友
を
考
え
る
時
に
'
捨
て
が
た
い
解
で
あ
る
が
、
従
来

の
説
芸
事
る
ほ
ど
の
説
得
力
に
は
欠
け
る
(
例
え
ば
'
黒
川
氏
の
前
掲
告

で
は
、
「
お
そ
ら
-
そ
の
説

は
よ
ろ
し
く
な
い
。
」
　
と
し
て
、
「
こ
の
詩
は
や
は
り
晩
唐
の
こ
ろ
に
李
白
の

名
に
託
し
て
生
ま
れ
た
偽
作
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
'
そ
し
て
そ
れ
は
杜
甫
を

や
ほ
っ
た
い
詩
を
作
る
詩
人
と
し
て

気
風
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
の

州
川
-
5
p
禎
)
.

m
話
一
詩
)
　
の
別
解
を
助
け
'
間
越
点
を
ま
と
め
る
悲
味
で
、

詩
に
対
す
る

私
の
訓
読
と
訳
を
試
み
て
お
-

闇
事
詩
以
来
の
旧
説
を
参
考
に
し
て
い
る
。

、
転
句
の
「
生
」
字
に
つ
い
て
は
'
六
1

詩
話
<
末
、
欧
陽
修
挟
>
に
〟
大
蛇
生
唐
人
語
也
、
至
今
猶
以
生
m
語
助
'

加
作
磨
生
・
何
似
生
之
載
足
也
〃
と
'
語
助
・
助
辞
で
あ
る
と
指
摘
す
る

〔
北
〕
抄
物
に
お
け
る
理
解
～
逸
話
の
流
布

飯
新
山
所
逸
話
の
禅
林
に
お
け
る
流
布
は
'
当
代
の
文
芸
風
轍
の
〓
ど
あ
る

「
李
杜
詩
増
血
」
の
現
れ
で
も
あ
る
。
禅
僧
は
逸
話
を
い
か
に
m
解
し
て
口
己

の
観
念
桝
に
-
y
革
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
O
そ
の
7
端
を
「
抄
物
」
に
規

I
S

抄
杓
に
T
-
)
J
i
-
:
蝣
.
'
」
・
a
i
l
両
州
辻
に
対
す
'
C
'
J
サ
2
_
'

-
z
J
L
の
:
-
S
n
⊥
、
二

討
f
i
t
-
-
'
心
裏
が
蝣
^
・
'
1
-
は
m
m
山
河
f
i
j
^
i

㌧
'
¥
J
O
-
P
の
u
s
?
す
る
講
述
・
帖

説
を
通
じ
て
の
検
討
'
1
は
逸
話
を
引
用
・
詠
出
し
た
中
華
の
詩
作
に
対
す
る

講
述
・
町
蝣
~
-
1
」
>
'
.
止
し
て
0
」
:
S

J
で
⊥
ツ
V
3

〔
逸
話
理
解
を
目
的
と
し
た
抄
物
〕
～
神
州
の
州
柄
の
尖
態

逸
話
そ
の
も
の
に
対
す
る
別
解
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
抄
物
に
不
さ
れ

て
い
る
。
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∧
参
考
∨
　
私
訓

祥
一
窓
夜
話
l
抄
者
は
断
定
し
か
ね
る
が
、
逸
話
詩
を
掲
げ
た
上
で
雛

文

礼

礼

説
す
る
。
詩
と
し
て
は
、
次
の

本
文
-
川
し
て
い
る
(
㌫

話
」
の
本
文
と
し
て
は

類
従
所
収
木
を
用
い
た

閉).(
抄
物
の

て
は
へ

引
用
に

句
読
点

-
w
^
;
=

。
以
下

あ
た
っ

・
字
体

Lに
たつ

い
て
は
筆
者
が
適
宜
統
T

。
返
り
点
や
細
字
の
送
り

が
な
・
朔
=
き
入
れ
・
符
号
等
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
省
蛸

Ji,節.肇同)



:
L
S
枇
由
州
辻
杜
納
　
所
叫
革
十
日
i
i
r
　
仕
山
依
　
　
頼
へ
は
　
豆
:
'
U
-
-
~
=
-
'
-
-

語
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
」
一
芯
柁
f
-
Z
'
j

本
郵
詩
等
と
統
べ
る
と
き
'
転
・
結
句
に
異
同
が
存
す
0
枚
話
本
文
で
は
'
李

月
の
自
問
自
答
か
あ
る
い
は
什
府
に
対
す
る
呼
び
掛
け
と
し
て
解
さ
れ
る
。

此
詩
ハ
李
白
力
杜
甫
ヲ
職
テ
作
タ
ソ
、
足
ホ
ト
山
ハ
飯
ヲ
モ
リ
タ
テ
ク
ル
ヤ

ウ
ナ
ニ
何
ト
テ
ヒ
ク
ル
サ
ウ
ニ
杜
甫
ハ
授
ク
ソ
'
作
詩
苦
カ
ト
也
'
東
城
力

批
語
班
煩
ト
ヤ
ラ
云
小
ノ
ア
ル
バ
心
得
ニ
ク
イ
1
1
f
ナ
レ
ト
モ
位
ヲ
モ
リ
グ
チ

・
キ
ラ
ト
シ
タ
ル
心
也
'
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
花
一
窓
夜
話
)

抄
者
の
解
の
要
点
は
次
の
よ
う
に
な
る
0
　
1
は
'
詩
が
糊
詩
で
あ
る
と
す
る
点

で
あ
る
。
本
朝
禅
僧
は
〝
讃
〃
1
〝
噺
〃
と
解
し
て
い
る
〇
　
二
は
'
〝
按
″
　
の

因
が
〝
作
詩
苦
″
に
あ
っ
た
と
す
る
点
で
あ
る
。
孟
実
は
〝
訊
其
拘
束
″
と
評

鮎

　

　

M

M

J

H

ォ

し
た
が
'
夜
話
で
は
詩
の
内
水
に
即
し
て
〝
槻
班
・
噸
作
詩
苦
〃
と
し
て
雛
し

言
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
　
　
=
:
-
.
-
:
?
(
-
v
一

と
い
う
山
名
・
山
姿
を
対
埠
y
J
せ
て
逸
話
性
を
蝣
%
.
見
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る

と
す
る
点
で
あ
る
。

に
対
す
る
説
明
で
あ
る
。

此
ハ
李
白
力
朴
ヲ
ア
サ
ケ
ル
詣
ナ
リ
'
大
ナ
瑞
ノ
カ
シ
ラ
ノ
ヤ
ウ
ナ
債
ヲ
モ

ツ
ク
ト
云
山
ノ
ソ
ハ
ニ
ィ
ヤ
セ
ヒ
コ
ク
メ
イ
ツ
位
ク
ウ
ク
ヤ
ウ
ニ
モ
ツ
ラ
ナ

リ
'
ナ
ニ
「
ニ
サ
リ
ヤ
セ
ク
ソ
'
灘
シ
ク
ニ
タ
、
平
生
ヲ
詩
ヲ
案
メ
平
群
ス

ル
イ
ワ
レ
ニ
ヤ
七
夕
ソ
ト
作
ク
ソ
、
長
安
ニ
ア
ル
山
ナ
リ
、
.
j
安
ハ
窮
ノ
,
、
、

ヤ
コ
ナ
リ
'
出
ハ
山
安
ヲ
-
ヤ
コ
ニ
セ
ラ
レ
ク
ソ
'
方
興
〔
粥
〕
ニ
ア
ラ
ウ

ソ
、
班
舶
ノ
心
モ
ア
ラ
ウ
カ
'
　
　
　
　
(
玉
塵
抄
・
「
伐
期
山
」
項
)

'
-
^
r
b
叫
な
芯
サ
も
　
　
が
へ
L
E
泊
で
;
C
'
.
〇
>
」
と
'
州
'
^
j
s
:
和
を
対
照
蝣
Y
)
せ
て
い

る
こ
と
、
蛇
は
作
詩
苦
に
よ
る
こ
と
等
は
花
…
窓
夜
話
の
解
と
一
致
す
る
.
粧
荷

の
長
要
・
京
帥
紺
在
中
の
逸
話
と
す
る
が
'
李
白
と
の
交
遊
や
仕
官
を
求
め
て

_

　

　

　

　

　

　

'

l

"

'

l

　

　

　

　

∵

・

.

(

熊
窓
夜
話
・
Y
r
叫
抄

と
も
'
「
授
」
と
「
板

朗
」
の
対
照
の
妙
を
指
摘
す
る
。
諸
相
轍
次
新
・
大
桝
和
酢
典
で
は
'
阪
湖
山

項
に
〝
～
物
に
拘
柁
す
る
こ
と
飯
粒
の
粘
討
す
る
や
う
で
あ
る
を
～
〃
と
あ
る

脚
㌫
酬
相
識
欄
堵
蔚
)
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玉
塵
抄
l
　
惟
高
妙
安

(
」
㌫
)
の
抄
し
た
墓
抄
か
ら
は
,
二
筒

中
華
若
木
詩
抄
一
如
月
お
印
の
抄
し
た
と
さ
れ
る
中
華
若
木
詩
抄
に
は
'

所
の
説
明
を
引
用
す
る
。
1
は
'
〝
飯
噺
山
域
逢
杜
甫
〃
句
に
対
し
て
の
説
明

で山?iOQ

李
白
力
詩
ナ
リ
'
阪
-
山
ハ
劉
ニ
ア
リ
へ
什
カ
イ
ク
ア
タ
リ
ニ
ア
リ
'
山
ヲ

鮫
ヲ
モ
ツ
タ
山
卜
云
ガ
枇
ハ
ソ
コ
ニ
イ
テ
ナ
セ
ニ
ウ
エ
テ
ヤ
セ
ク
ソ
ト
云
ク

ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
-
&
・
抄
・
「
旺
賊
辻
」
'
」
)

杜
甫
在
局
中
の
逸
話
と
解
し
て
い
る
。
詩
の
面
白
さ
・
眼
目
が
'
杜
甫
の
飢
・

榎
と
飯
斯
(
山
)
　
を
対
照
さ
せ
て
い
る
点
に
あ
る
と
す
る
.

玉
轟
抄
の
二
は
'
〟
板
類
山
域
逢
杜
舶
〔
甫
〕
t
I
'
篤
問
緑
何
大
蛇
生
、
-
〟

北
宋
・
黄
か
皮
・
「
乞
米
」
詩
の
解
が
載
せ
ら
れ
る
が
'
起
∴
群
句
〟
根
不
移

封
批
輔
山
'
　
火
'
.
-
i
-
c
J
-
^
T
糾
既
′
　
に
r
;
7
述
し
て
'
　
の
し
・
(
,
つ
に
説
い
て
い
-
^
3

貧
ナ
ル
ホ
ト
ニ
米
ヲ
人
工
乞
夕
詩
ソ
'
鮫
湖
山
卜
云
ハ
-
;
ノ
名
ナ
レ
ド
モ
板

ト
云
バ
ン
ズ
ル
ト
云
ヘ
ル
跳
ソ
'
折
卜
云
へ
ハ
無
風
跳
ナ
ル
ポ
ド
ニ
山
ノ
名

ニ
ヨ
ソ
へ
テ
云
ソ
'
李
白
が
詩
に
阪
賦
山
武
逢
朴
甫
ト
作
ク
へ
　
コ
レ
モ
純
子

美
ガ
完
、
餓
ナ
ル
ヲ
ア
ザ
ケ
リ
テ
作
ク
ソ
'
ソ
レ
ヨ
リ
仕
手
q
-
李
白
ト
ウ
ス

中
ニ
ナ
ル
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
中
華
若
木
詩
抄
)

飯
願
山
瀬
逸
話
に
つ
い
て
は
'
埠
餓
を
職
っ
た
噺
詩
で
あ
る
と
す
る
.
〝
琴
餓
〃



・
貧
凶
に
よ
る
疫
と
す
る
鰍
は
'
〝
作
詩
苦
″
に
よ
る
そ
れ
と
説
-
雛
に
悦
べ
'

現
実
的
・
通
俗
的
で
あ
る
3
さ
ら
に
は
'
〝
ソ
レ
ヨ
リ
～
ウ
ス
中
ニ
ナ
ル
ソ
″

と
、
李
杜
が
仲
違
い
し
た
・
不
仲
に
な
っ
た
と
す
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
「
糊

詩
」
で
あ
る
と
の
理
解
よ
り
'
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
よ
う

に
孝
見
る
が
'
挙
杜
の
親
交
に
つ
い
て
否
定
的
に
論
及
す
る
本
朝
禅
僧
は
稀
で

あ
る
。本

朝
禅
僧
の
飯
頼
山
域
逸
話
(
塾
　
に
対
す
る
班
解
は
'
そ
れ
を
目
的
と
し

た
抄
物
で
見
る
限
り
で
は
'
「
棚
詩
」
で
あ
る
こ
と
'
嘘
の
因
が
「
作
詩
苦
」

に
あ
る
こ
と
'
「
飯
期
と
蛇
の
対
照
の
妙
」
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
存

す
る
よ
う
で
あ
る
。

〔
中
華
詩
作
理
解
を
目
的
と
し
た
抄
物
∪

飯
新
山
或
逸
話
を
引
用
・
詠
出
し
た
中
華
詩
人
の
詩
作
に
対
す
る
講
述
・
解

説
が
あ
る
。
蘇
拭
詩
の
二
三
を
と
り
あ
げ
て
検
討
す
る
。

田
河
入
海
一
蘇
拭
が
飯
新
山
頭
逸
話
を
引
用
・
詠
出
し
た
作
品
と
し

て
、
ま
ず
次
詩
を
掲
げ
る
。

次
韻
沈
長
官

家
山
何
在
両
忘
尉
杯
酒
粕
逢
憤
勿
逮
不
獅
飯
山
噺
我
痩
也
搬
糠
薮
怪

君
肥
(
蘇
東
披
詩
集
・
三
首
中
第
1
首
)

沈
長
官
に
応
酬
し
て
の
詩
作
,
撃
七
年
(
ヂ
嫡
針
)
杭
州
通
判
と
し
て
蘇

州
に
あ
っ
て
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
共
に
異
郷
に
在
る
身
へ
相
会
の
折
は
宜
し

く
飲
酒
し
て
情
を
慰
め
よ
う
と
呼
び
か
け
た
後
、
転
句
に
自
己
を
杜
筒
に
比
し

て
逸
話
を
詠
出
す
る
o
転
・
結
句
に
つ
い
て
、
四
河
入
海
所
収
の
一
韓
翁
問
詰

-

^
2
7
W
m
¥
,
ォ
-
M
M
召
E
q

別
名
「
薫
雨
余
滑
」
。
桃
源

瑞
仙
の
講
義
の
聞
古
で
あ
る

は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

不
-
、
李
力
朴
ヲ
峨
ク
故
事
ヲ
借
テ
云
ソ
、
些
諾
ハ
我
力
按
ク
ヲ
噺
ル
、
ハ

遺
独
ソ
へ
我
ハ
客
表
テ
食
物
モ
乏
程
二
寅
二
可
按
力
刑
ソ
'
サ
テ
丸
∫
1
方
力
糠

薮
ノ
ヌ
カ
カ
ス
バ
カ
リ
食
テ
居
カ
ナ
ン
ト
シ
タ
レ
ハ
ホ
テ
ト
肥
テ
ワ
タ
ル
ソ
'

不
審
ナ
ル
コ
-
ソ
、
我
力
痩
タ
ハ
勿
論
ソ
、
コ
レ
ハ
ヨ
ク
心
安
キ
友
テ
ナ
ラ

テ
ハ
云
ハ
ヌ
事
ソ
、
隅
心
ス
ル
人
二
如
此
云
タ
ラ
ハ
可
怒
ソ

(
四
河
入
海
・
1
韓
翁
聞
苫
)

右
の
解
で
は
'
次
の
よ
う
な
点
に
注
目
す
る
。
1
は
、
逸
話
　
(
請
)
　
が
朴
市
を

讃
り
噸
っ
た
も
の
と
し
て
別
解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
蘇
拭
詩
は
「
噺
」
字

を
用
い
へ
開
音
は
〝
挙
力
杜
ヲ
鴫
ク
故
事
ヲ
借
テ
云
ソ
ル
と
記
し
て
い
る
。
二

は
'
蘇
拭
を
讃
り
刷
っ
た
内
容
・
班
由
を
'
作
詩
苦
で
は
な
-
、
辺
境
に
お
け

s
m
s

る
貧
困
の
疫
姿
と
し
て
転
借
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
〇
　
三
は
、
蘇
銭
が
〝
噺
我

痩
〃
と
し
な
が
ら
も
〟
怪
君
肥
〃
と
し
て
遠
慮
な
-
沈
追
官
の
肥
満
を
抑
旅
し

た
事
に
つ
き
'
〝
コ
レ
ハ
ヨ
ク
心
安
キ
友
ナ
ラ
テ
ハ
～
〃
と
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
飯
新
山
頭
逸
話
を
作
り
上
げ
た
原
作
者
の
意
図
を
別
解
L
へ
反
映
し
た
解

説
で
あ
る
と
考
え
る
。
逸
話
原
作
者
の
そ
も
そ
も
の
意
図
は
、
李
杜
の
親
交
を

認
め
た
上
で
'
両
者
の
問
が
逸
話
に
示
さ
れ
る
詩
の
責
意
が
通
じ
合
う
程
の
鵬

て
な
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
存
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
鮮

就
詩
と
い
い
開
音
と
い
い
へ
原
作
者
の
意
図
を
察
知
し
て
い
る
。

蝣

蝣

-

-

-

蝣

蝣

*

(

蝣

-

蝣

-

:

&

)

　

　

　

　

∴

-

.

1

1

・

責
州
太
守
の
徐
使
封
よ
り
新
火
を
分
け
て
送
ら
れ
た
の
に
対
し
'
「
徐
使
封
分

新
火
」
詩
で
応
え
て
い
る
。
四
句
を
抄
出
す
る
。

芦
州
使
君
憐
久
柄
　
分
我
玉
東
紅
7
菜
　
従
爽
破
釜
即
t
e
d
魚
　
只
有
清
詩
廟

摂
'
蝣
サ
　
　
　
　
　
　
(
郎
火
叫
詩
-
y
-
.
「
紋
付
小
z
^
-
-
z
^
」
詩
・
抄
担

徐
使
君
が
我
が
柄
帖
に
し
て
久
し
-
病
む
を
憐
み
、
新
火
を
分
か
ち
送
ら
れ
た
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二
蝣
-
i
:
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∵

∴

'

蝣

-

-

-

'

蝣

)

　

‥

-

　

　

　

　

　

　

∵

　

、

て
い
る
。
″
只
有
～
″
句
に
対
し
て
'
凹
河
入
海
・
T
韓
翁
聞
書
で
は
次
の
よ

う
に
説
い
て
い
る
。

只
有
-
'
些
l
l
ロ
バ
我
力
計
倉
メ
食
物
カ
ナ
サ
ニ
捜
ヲ
諸
方
ノ
人
力
咽
テ
詩
ナ

ソ
ト
ニ
作
ラ
ル
、
事
ハ
子
美
力
李
白
二
噸
ラ
レ
テ
詩
ニ
ッ
ク
ラ
ル
、
カ
如
キ

ソ
'
諸
説
多
ケ
レ
ト
モ
此
説
カ
ヨ
イ
ソ
'

(
四
河
入
海
・
T
韓
翁
開
書
一

聞
古
が
″
諸
説
多
ケ
レ
ト
モ
″
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
只
布
」
現

に
示
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
引
用
が
参
者
に
な
ろ
う
。

埋
石
'
戎
云
'
言
凡
所
以
柑
蛇
以
其
不
食
也
、
故
以
位
山
噺
杜
甫
按
也
'
言

‥

‥

　

　

∴

、

‥

_

'

'

"

∵

類
耶
、
刻
調
、
不
必
以
分
新
火
比
飯
珊
瑚
'
只
言
常
時
貧
困
馬
入
所
廟
平
へ

(
四
河
入
梅
・
腔
説
)

地
説
の
引
く
英
人
説
に
よ
る
と
、
徐
使
君
が
新
火
を
送
る
の
は
併
拭
の
貧
を
刷

っ
た
も
の
で
、
飯
唐
山
所
逸
話
の
噺
に
賓
似
す
る
と
す
る
.
瑞
撰
周
鳳
は
、
た

だ
当
時
蘇
銭
の
貧
が
世
人
の
頗
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
L
J
と
を
述
べ
た
も
の
と
す

・
'
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
-
*
'
蝣
*
・

:

.

;

・

蝣

・

!

'

.

 

:

¥

¥

'

'

:

蝣

.

】

「

　

・

　

∵

　

　

　

　

　

.

蘇
斌
詩
・
各
抄
記
事
で
注
意
す
べ
き
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

0
0

1
は
'
飯
頼
山
頭
逸
話
が
貧
困
を
噺
っ
た
も
の
と
し
て
解
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
〟
拘
束
〃
は
'
詩
作
上
の
そ
れ
で
は
な
-
'
生
活
上
の
そ
れ
と
し
て
解
す
。

二
は
'
蘇
酷
が
逸
話
詩
を
〟
清
詩
〃
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
蘇

拭
は
'
逸
話
の
真
意
が
李
朴
の
隔
て
の
な
い
親
交
を
示
す
こ
と
に
あ
る
と
州
酢

し
て
い
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
四
河
入
海
・
「
清
詩
」
u
に
は
'
万
里
集

九
の
註
釈
書
「
天
下
自
」
よ
り
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

自
云
'
李
白
以
溝
詩
廟
朴
之
輿
徐
使
岩
分
新
火
佃
先
生
之
貧
へ
共
舶
同
山
へ

(
四
河
入
海
・
天
下
自
)

万
里
も
李
白
詩
・
逸
話
詩
が
清
詩
で
あ
る
こ
と
を
説
-
。
清
詩
の
″
清
″
た
る

・

・

こ

.

-

.

.

.

.

.

・

　

.

-

'

.

.

'

.

-

蝣

-

蝣

;

-

 

-

蝣

i

・

-

 

'

.

.

　

1

蘇
賊
は
さ
ら
に
,
元
莞
年
(
5
+
㌔
)
に
銭
栢
父
の
詩
に
次
印
し
て
応

え
た
「
次
湖
鋭
柁
父
」
詩
を
製
し
'
″
故
人
飛
上
金
細
山
殿
へ
遷
群
衆
従
板
糊
両
〟

と
し
て
い
る
。
践
穆
父
を
李
白
に
比
L
へ
蘇
拭
を
杜
甫
に
比
し
た
表
現
で
あ
る
3

1
韓
翁
聞
古
に
よ
る
と
'
両
句
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
0

故
人
-
.
～
'
サ
ル
程
二
此
句
ノ
金
蟹
-
上
玉
ハ
輸
林
ノ
軍
ア
ア
ル
程
一
義
十

日
ヲ
云
へ
キ
ソ
'
サ
ル
程
二
翰
林
聯
士
ノ
事
ニ
ハ
見
イ
テ
李
白
二
軍
丁
李
白

ヲ
以
テ
柁
父
二
比
ソ
、
些
呂
ハ
貴
方
ハ
如
李
白
ナ
ル
人
ソ
'
サ
テ
透
し
領

桁
山
ハ
朴
甫
力
故
事
ナ
レ
ハ
披
白
比
杜
甫
メ
云
ソ
'
我
ハ
遷
客
身
テ
ス
キ
シ

方
ア
ッ
ク
程
二
姥
疲
テ
老
粧
カ
ナ
-
ノ
如
ナ
ソ
ト
云
心
ソ
t

l
^
T
V
轟
・
こ
i
-
-
'
r
:
冊
い
-
I

~
.
遊
客
″
・
左
遷
流
講
の
蘇
軟
の
腔
姿
を
'
飯
新
山
頭
逸
話
の
杜
甫
の
そ
れ
に

比
す
。抄

物
に
講
述
・
解
説
さ
れ
て
い
る
飯
新
山
頭
逸
話
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
逸

話
別
解
を
目
的
と
し
た
抄
物
と
中
華
詩
作
州
解
を
目
的
と
し
た
抄
物
で
は
、
講

述
・
解
説
さ
れ
た
内
容
に
'
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
L
t
　
災
な
る
部
分
も
あ

る
。
逸
話
詩
が
朴
再
の
捜
姿
に
対
す
る
「
廟
詩
」
で
あ
る
と
す
る
点
で
は
、
両

者
と
も
共
通
す
る
。
班
の
原
凶
に
つ
い
て
は
、
逸
話
別
解
を
目
的
と
し
た
抄
物
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が
工
と
し
て
「
作
詩
苦
」
に
よ
る
と
雛
し
た
の
に
対
し
'
中
華
詩
作
州
解
を
目

的
と
し
た
抄
物
(
帥
転
欄
空
)
で
は
紳
肺
に
よ
る
も
の
と
耕
し
て
い
た
。

こ
の
点
は
'
作
者
・
排
紙
の
逸
話
州
柄
が
現
実
的
・
通
俗
的
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
,
粧
甫
を
自
己
に
比
し
て
謙
過
し
て
表
現
し
た
た
め
で
あ
る
3
就

航
の
楊
合
'
逸
話
華
付
,
″
活
芦
と
L
t
李
柾
の
輿
J
の
な
い
塾
父
を
認
め
る

立
場
に
立
っ
て
い
る
と
柄
t
r
J
れ
る
O
中
華
朴
和
木
詩
抄
の
よ
う
に
李
粧
不
仲
説
の

方
が
よ
り
逸
話
的
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'
他
の
抄
者
は
両
者
の
只
体
的
交
友
に

つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
.
両
者
の
湖
交
を
比
定
・
白
川
の
事
と
し
て
認
め
た

上
で
の
沈
黙
と
離
さ
れ
る
。
「
班
と
飯
期
の
対
照
の
妙
」
に
つ
い
て
は
、
中
華

詩
作
山
裾
を
目
的
と
し
た
抄
物
で
は
触
れ
て
い
な
い
。
逸
話
(
童
　
の
貢
偽
の

間
山
に
つ
い
て
は
'
校
世
の
偽
作
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

∴
-
'
-
・

埠
乙
て
論
及
し
よ
う
と
は
し
な
い
o

〔
E
j
j
　
禅
僧
作
品
に
お
け
る
理
解
～
逸
話
の
作
品
化

糾
仰
山
封
逸
話
が
神
経
に
普
及
し
、
神
州
の
枇
念
相
に
屋
‥
裏
-
づ
に
つ
れ
て
'

'
'
.
 
'
0
-
 
-
-
…
に
引
用
　
中
v
i
"
-
 
-
.
:
-
*
'
.
 
-
:
¥
l
バ
ー
1
:
:
・
D

誓
霜
応
(
⊥
肥
)
に
、
次
の
作
。
山
が
あ
ろ
3

大
方
嘉
納
、
勇
捜
描
輿
工
於
m
瑞
煮
小
.
L
人
、
各
製
川
紺
1
G
P
黙
認
維

之
-
-
z
f
 
t
S
些
・
・
=
肘
也
'
棄
成
一
軸
へ
属
余
　
　
余
脱
之
凪
門
之
下
'
細
説

牧
輿
筋
目
篤
廟
叫
非
人
闘
机
大
里
別
間
鉢
心
、
作
無
益
雷
有
益
、
足

'
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
い
-
'
.
蝣
　
・
　
!
-
,
'

r
-
;
;
'
」
輿
　
　
　
小
　
浦
t
 
i
z
-
'
¥
山
、
　
　
租
へ
間
リ
ー
」
>
-
j
七
事
'
刈
.
]

-
-
y
-
X
u
"
7
山
、
　
　
　
　
　
　
　
「
・
K
い
川
五
日
古
　
　
詩
榊
序
」
　
　
蝣
x
.
 
-
i

生
_
皇
寸
　
　
　
　
の
上
回
へ
り
-
f
-
-
f
に
持
し
'
品
m
a
&
a
i
s
o
辻
判
j
f
t
ォ
c
'

州
り
'
詩
柵
を
作
噂
す
る
3
;
ォ
X
文
を
依
舶
y
j
れ
た
砂
岩
は
、
引
用
部
で
は
僧
の

脚
淵
の
無
益
を
説
-
。
徒
に
花
鳥
風
月
を
非
し
て
詩
文
を
製
す
る
こ
と
は
古
韓

ヽ
1
J
-
T
ヽ
　
β
k
、
ヽ
)
た
り
u
]
一
l
L
-
t
Q

高
桝
の
な
す
業
で
は
な
い
と
し
,
猫
悟
空
の
逸
話
(
悟
、
郎
粟
の
逸
話
。

詩
興
を
起
こ
す
に

∵
t
,
?
当
ハ
^
D
f
S
l
が

要
な
こ
と
を
述
べ
る

必
)
・
岩
山
票
-
も
尚
謹
佃
し
な
い
と
す
る
。

満
紙
空
謡
は
,
郎
欝
〟
か
群
砧
桁
里
中
撃
上
二
結
)
と
呪
=

い

　

　

　

　

　

i

:

-

損
a
ほ
悪
で
あ
り
、
″
飯
豊
望
楼
〟
は
詩
撃
あ
る
。
警
青
宕

両
班
t
逸
話
を
'
詩
作
に
粥
宰
し
て
の
「
作
詩
F
.
」
の
蛇
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

i
'
蝣
-
y
蝣
:
-
 
'
-
'
-
'
.
 
-
蝣
∴
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
"

欝
岩
と
)

申
出
霜
月
(
～
監
)
は
,
川
渡
法
常
寺
所
莞
「
東
海
這
集
」
に
'
次

の
間
六
文
を
退
す
O

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

　

　

‥

・

'

'

・

・

柑
目
白
柚
.
I
、
'
　
蛇
i
j
:
舵
.
J
-
-
J
m
.
L
t
t
㌻
貢
≠
蝣
I
n
.
^
7
k
r
?
間
廿
F
-
'

(
東
海
1
桝
集
・
「
江
川
拙
論
出
翁
化
柑
妙
疏
」
・
抄
E
)

突
翁
収
秀
が
浄
妙
寺
に
仕
す
る
に
あ
た
っ
て
の
江
捌
疏
で
あ
る
.
尖
翁
の
人
物

・
詩
文
の
秀
れ
た
こ
と
を
、
項
斯
・
枇
甫
の
逸
話
を
引
用
し
て
質
す
。
〝
説
項

斯
″
逸
話
は
t
　
の
似
敬
之
が
耶
斯
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
仙
人
に
向
っ
て
説
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・
∴
　
　
　
　
　
　
∴
　
　
∴
一
　
　
∴
つ
-
蝣
蝣
;
j
.
‥

-
・
'
I
I
.
.
.
.
.
.
'
・
∴

詩
詩
　
好
、
及
親
排
格
過
於
詩
'
平
生
不
解
蔵
人
善
'
到
底
止i:,-!'l上
人詩人
説云'
Jt't 'UU

折幾未
'llと1.'.

未見開

の
も
'
似
敬
之
の
詩
句

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
)
0

仙
　
　
-
3
1
-
I
引
里
∵
づ
O
J
t
小
X
"
の
詩
才

・
文
才
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
李
白
が
朴
甫
に
し
た
よ
う
に
班
を
問
う
ほ
ど
の
こ

と
も
な
い
し
J
h
'
c
s
'
∵
蝣
r
-
.
で
ム
1
r
l
^
中
　
り
代
i
:
J
l
い
r
j
・
,
'
;
-
,
 
'
蝣
9
爪
　
　
一
気
を

'
f
'
A
-
v
3
中
:
'
;
1
1
'
仕
m
O
岬
、
一
:
i
)
「
作
パ
パ
」
<
"
蝣
"
"
・
'
)
-
T
¥
L
I
f
?
し
て
い
る
.

義
音
信
(
～
震
)
の
窒
集
か
ら
は
,
二
翌
紹
介
す
る
二
は
,
無

外
目
方
の
病
中
の
即
興
請
に
和
渦
し
て
応
え
た
七
-
拍
句
詩
で
あ
る
。

光
雅
邦
親
方
棚
州
外
捕
中
ロ
占

蝣
z
.
ォ
*
蝣
-
拭
け
=
訓
廿
r
-
'
蝣
&
回
m
 
n
A
'
¥
　
z
~
人
i
r
V
.
'
-
'
.
両
吋
、
今
日
同
心
村

費
昨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
照
準
集
・
十
村
の
巾
)

十
　
関
り
に
・
r
一
'
^
蝣
j
;
誓
つ
・
T
で
蝣
r
<
-
ハ
1
'
C
-
-
.
 
'
!
:
^
'
ア
J
r
蝣
:
蝣
川
互
を
仕
的
!
.
l
比
L
t
狩

人
は
粧
相
即
期
山
の
班
を
笑
串
と
し
て
解
し
た
が
'
今
日
邪
は
何
の
つ
も
り
で

F
.
叶
を
重
ね
る
の
か
と
す
る
.
義
生
は
'
逸
話
詩
が
「
帆
語
」
で
あ
り
、
蛇
の

目
か
「
汀
詩
門
」
!
.
!
ふ
5
r
?
j
j
^
.
r
>
:
;
蝣
÷
j
/
f
-
-
r
j
や
て
い
　
　
i
-
j
-
:
に
正
　
治

は
'
親
交
の
あ
っ
た
無
外
に
対
し
て
'
戯
れ
に
調
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
0
義
蛍

は
'
逸
話
の
只
意
が
隔
て
の
な
い
親
交
を
不
丁
こ
と
に
あ
っ
た
と
解
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
義
i
-
*
詩
の
二
は
'
少
雌
・
粧
相
に
対
す
る
次

の
邦
語
で
あ
る
。

少
　
　
陵

凪
聖
潰
髪
碑
林
　
許
川
州
心
〓
ハ
日
加
=
J
叩
米
開
墾
十
痩
　
班
が
詩
蛇
鮫

批
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
?
-
:
畢
≠
ニ

兵
塵
に
招
き
*
!
ま
れ
て
抗
泊
を
続
け
る
朴
荷
で
あ
る
が
'
舟
を
折
て
て
国
に
尺

す
思
心
は
自
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ま
'
よ
う
や
-
に
巴
封
の
地
に

あ
っ
て
7
時
の
平
安
を
得
た
が
'
射
子
の
控
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
'
枇
甫
の
詩

F
.
に
よ
る
班
は
も
っ
と
も
苅
柾
で
托
し
難
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
〝
詩
痩
〃

・
い
'
　
　
　
　
∵
-
-
・
:
:
-
>
蝣
蝣
:
:
-
I
'
?
*
-
 
'
芋
-
i
 
'
'
H

「
諦
船
」
詩
を
匙
-
o
「
請
倍
」
詩
は
'
李
白
の
流
諦
流
浪
を
詠
じ
た
も
の
で
'

結
句
を
〟
道
雄
破
帽
被
灘
何
〃
と
す
る
。
術
語
は
同
時
の
作
で
'
節
朗
像
に
対

¥
-
-
∩

心
の
ろ
う

崇
咋
m
(
蒜
詣
～
)
'
関
空
中
心
に
語
し
た
僧
に
石
畳
が

s
a
n
a
a
a
監
&
m
^
s
柑
髪
"

仲
川
・
f
t
士
v
r

仙
川
二
秒
一
巧
　
　
　
　
　
小
蝣
~
Z
^
]
:
t
'
-
^
約
m
瑞
蝣
j
j
r
l

吟
詩
人
∩
太
〕
相
生!::,,-　-　--

IS鳳
の
室

如
t
t
m
駅
別
:
 
'
t
,
机
竺

(
2
2
貼
)
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に
つ
い
て
詠
む
。
林
の

的
に
夕
附
が
照
り
寺
の
那
声
が
聞
こ
え
、
戦
の
貰
嘩
・
鞍
角
が
案
州
と
美
し
い

茄
恥
と
を
隔
て
て
い
る
。
烈
公
の
芯
上
云
々
の
詩
作
を
知
り
遠
村
よ
り
餌
に
断

り
こ
こ
に
至
っ
た
の
は
'
破
笠
を
被
っ
て
詩
を
吟
じ
大
い
に
痩
せ
細
っ
た
杜
甫

そ
の
人
で
あ
る
と
す
る
.
詩
題
「
黙
公
土
宅
」
は
'
杜
甫
・
「
西
枝
村
市
道
鞘
堂

地
夜
宿
牲
公
土
宅
二
百
」
詩
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
o
転
句
の
〝
知
詩
〃
に
つ

い
て
は
へ
朴
甫
詩
の
第
7
首
蝣
　
*
」
柾
告
上
作
'
盛
論
殿
中
趣
〃
句
に
依
っ
て

い
よ
う
。
結
句
は
、
杜
甫
の
こ
と
を
詠
出
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
飯
類
山
頭

1
∵
:
-
-
:
-
'
-
-
.
-
,
.
,
.
(

「
大
」
1
「
太
」

改
め
た
関
で
も
あ

貢
は
,
痩

の
閃
を
「
作
詩
苦
」
に
よ
る
と
解
す
る
。

諾
周
胤
(
～
完
)
に
は
,
次
の
よ
う
な
誓
文
が
あ
る
(
け
p
J
V
J
雪
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1

叫
∴
^
-
'
・
蝣
_
t
-
川
卑
小
-
+
*
!
y
*
ル
〓
此
-
-
]
蝣
.
間
力
壮
仕
=
　
r
:
.
u
申
Z
'
通
〔
吋
〕
仕
間

口
〔
蓬
〕
撃
&
秋
、
輸
封
以
中
'
老
伏
披
文
節
押
水
'

玩
横
疏
・
「
心
E
E
猪
首
地
住
奥
州
j
E
輿
同
門
井
叙
」
・
抄
出
)

心
毘
播
(
～
監
)
が
応
永
二
十
九
年
竿
八
才
に
し
て
伊
票
興
寺
に
住

持
す
る
に
際
し
て
の
同
門
疏
で
あ
る
3
心
田
の
容
貌
の
形
容
に
'
飯
期
山
頭
逸

話
を
引
用
す
る
。
蛇
身
・
白
髪
が
想
像
さ
れ
る
。
〝
伏
披
″
は
伏
波
将
群
の
こ
と

I
.
.
・
　
　
　
　
　
　
　
f
t
r
誉
・
-
i

孜
の
武
荷
の
時

局
援
投
鞍
と
は

早
∵
・
.
'
-
t
'
^
'
い
‥
,
,
'
"
*
・
.
,
'
い
∵
い
(
>

:
-
>
u
:
附
を
蝣
+
蝣
」
-
っ
た
も
の
で
お
ろ
.

餌
湖
山
頭
逸
話
が
普
及
す
る
と
'
両
図
の
図
柄
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

起
こ
る
。
こ
こ
に
希
間
冒
(
～
㍍
)
の
作
目
n
u
が
誕
苦
る
こ
と
に
な
る
。

嘩
冗
^
7
3
-
i
批
甫
飯
蛸
間
瀬
げ

藤
左
金
昏
　
康
、
嘗
使
工
於
成
上
r
?
,
李
白
山
賊
山
域
逢
枇
甫
語
間
、
二
子
嵐

山
椛
心
蛇
、
宛
然
在
日
'
固
錐
見
講
へ
而
如
見
詩
央
'
箪
言
、
山
班
飯
類
、
寧

非
可
金
平
'
E
=
旺
J
L
1
年
'
井
飢
可
如
央
'
C
-
"
S
欲
言
挑
両
班
耳
、
且
作
問
篤
作

詩
苦
耶
'
皆
定
日
所
以
鴫
甫
也
へ
元
班
亦
弱
討
泉
へ
両
肘
共
巾
、
挟
矢
干
腰
、

捕
り
干
膝
へ
芯
丸
以
々
'
非
勢
絶
倫
也
'
日
興
吾
郎
武
人
、
1
生
暖
飽
、

唯
弓
馬
見
習
'
J
l
傑
以
遊
、
鯉
川
架
炎
へ
和
税
朴
甫
大
蛇
生
'
未
知
可
否
'

剛
作
詩
題
井
上
、
脱
似
B
杜
荷
酢
蛸
老
央
'
元
頗
旺
逝
二
十
九
年
、
而
予
親

比
泊
t
-
i
'
-
-
:
~
?
i
上
'

爪
木
救
飢
名
純
山
　
嘩
古
詩
捜
班
詩
既
　
知
公
千
古
鮮
瑚
志
　
肥
瑞
相
ま
似

汗
街
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
村
掩
茶
)

棒
坦
光
戊
の
所
持
し
て
い
た
扇
桝
詩
州
に
対
し
て
、
序
・
詩
を
製
し
斑
と
し
て

'
^
%
一
た
も
の
で
あ
る
'
爪
s
t
-
n
州
迫
^
　
(
捕
)
　
し
)
S
-
川
両
川
と
元
帥
の
　
　
と

を
粗
茶
し
な
か
ら
'
所
説
を
腿
間
し
て
い
る
。
桝
を
見
る
こ
と
詩
を
見
る
が
ご

と
く
で
あ
り
、
肩
山
画
図
に
は
李
枇
二
子
の
風
流
な
振
舞
が
さ
な
が
ら
眼
前
に

再
現
さ
れ
て
い
る
　
　
即
〃
と
し
〝
巾
午
〃
と
す
る
は
'
ま
さ
し
-
杜
両
の
飢

餓
・
蛇
を
'
:
"
j
わ
ん
が
た
め
で
あ
り
'
加
え
て
故
意
に
詣
苦
の
た
め
か
と
偽
り
問

い
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
す
べ
て
李
白
が
朴
甫
を
噺
っ
て
い
る
の
で

あ
る
と
す
る
3
逸
話
詩
が
あ
た
か
も
李
白
の
枇
甫
に
対
す
る
意
地
悪
・
悪
意
の

現
わ
れ
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
解
が
存
し
た
の
も
事

実
で
あ
ろ
う
が
'
元
康
が
解
職
の
斑
を
城
せ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
配
膳
で
あ

る
3
　
γ
日
割
～
ル
に
つ
い
て
は
へ
希
川
が
元
旗
の
言
を
写
し
た
も
の
で
'
元
雌

の
㌫
詩
を
要
約
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
3
日
分
は
武
人
と
し
て
7
生
を
暖
衣
飽
食

し
て
過
ご
し
'
た
だ
弓
馬
の
術
を
習
い
'
優
近
事
に
携
わ
り
'
思
い
の
ま
ま
に

楽
し
ん
だ
3
今
へ
　
自
分
と
は
対
照
的
な
粧
冊
の
疫
を
目
前
に
し
て
、
そ
の
可
不

は
蝣
y
か
に
は
知
り
難
い
が
、
自
分
な
り
に
作
詩
し
て
.
超
し
た
と
こ
ろ
'
思
わ
ず

解
咽
の
意
を
述
ぶ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
希
他
の
だ
詩
〝
・
H
不
～
〃
に
つ

い
て
は
二
光
康
の
難
語
を
解
け
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
飢
を
救
わ
な
い
の
に
飯

177

両
と
裁
付
け
た
の
は
、
た
だ
詣
蛇
・
詩
班
考
古
わ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

公(航)

の
辿
-
後
代
ま
で
残
さ
る
べ
き
斑
詩
・
粧
泊
へ
の
糊
り
を
解
い
た
詩
の
只
志
が

肥
塙
郎
袋
の
1
:
=
式
こ
そ
が
か
え
っ
て
恥
じ
入
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と

に
存
し
た
点
を
覚
っ
た
と
す
る
。
〝
詣
斑
〃
に
つ
い
て
は
へ
　
玉
垂
抄
・
「
詩
斑
」

項
に
㍍
詩
・
〝
髪
2
 
3
作
詩
斑
″
旬
を
引
き
'
〟
髪
ノ
自
ウ
ナ
リ
荘
ニ
ナ
ツ
テ
マ

ク
シ
ナ
「
ハ
詩
ヲ
辛
苦
メ
吟
シ
案
ス
ル
ニ
災
カ
ツ
キ
テ
年
カ
ヨ
ツ
テ
斑
ニ
ナ
ル



「
ソ
ル
と
説
い
て
い
る
。

画
M
C
に
蝣
-
/
l
i
e
い
て
'
,
・
.
'
.
;
>
!
-
;
チ
+
;
-
-
サ
ー
L
j
l
し
た
両
中
に
'
元
1

k
白
身

の
小
山
姥
を
も
写
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
小
部
分
を
割
い
て
独
立
し
て
描

か
れ
た
も
の
か
'
李
粧
と
と
も
に
逸
話
世
界
に
発
現
し
て
措
か
れ
た
も
の
か
'

'
・
卜
;
て
・
'
-
(
蝣
>
∴
に
、
t
Z
'

S
i
/
S
-
^
j
い
廿
=
…
"
>
叫
に
汁
;
・
丁
ハ
t
i
小
汀
〓
…

元
中
日
い
T
=
汗
村
蝣
:
-
;
a
;
-
-
川
泊
け
C
'
-
'
!
'
+
い
「
i
u
i
i
i
i
'
-
蝣
-

I
-
j
_
^
-
‥
t
H
い
川
:
川
請
け
」
が
付

置
し
て
い
る
。
同
じ
-
坦
U
,
l
康
所
持
の
扇
面
担

i
図
・
詩
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
。

捕
L
文
中
へ
図
柄
に
間
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

柁
弦
1
.
在
7
扇
中
分
光
西
燕
間
柄
附
'
於
基
間
瀬
持
前
'
於
共
作
雷
劉
伶
'

桝
は
川
可
山
へ
然
邦
所
持
'
雄
如
滑
捕
'
井
口
過
失
、
亦
川
見
者
、
所
能

及
燕
(
村
柁
環
・
「
元
捷
崩
劉
伶
酒
問
詰
坪
」
・
抄
出
一

扇
榊
の
門
桝
を
分
か
ち
的
幅
と
な
し
'
表
に
は
枇
捕
朗
郷
関
'
裳
に
は
劉
伶
弼

小
川
Y
i
1
が
描
か
れ
て
い
る
3
希
世
の
作
品
は
同
時
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ソ
黒
川
蛸
へ
f
f
肯
r
'
A
l
;
∴
1
!
-
*
-
'
.
'
品
川
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前
世
・
1
兆
川
の
飯
湖
山
珂
逸
話
(
請
)
　
に
対
す
る
別
解
で
は
、
「
廟
詩
」
で

あ
る
と
し
へ
蛇
の
関
が
「
作
詩
詐
」
に
あ
る
と
す
る
。
「
按
と
飯
斬
・
巾
午
の

対
照
の
妙
」
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。
悪
意
・
不
仲
説
に
も
触
れ
な
が
ら
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解

糊
語
と
し
て
製
し
て
い
る
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川
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.
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迎
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あ
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。
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仙
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井
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祁
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判
十
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八
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寺
杏
雲
琳
蔵
主
の
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製
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鮎
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逸
話
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い
て
は
へ
再
迎
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士

・
李
白
作
の
「
咽
詩
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で
あ
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こ
と
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「
蛇
と
飯
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・
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の
対
照
の
妙
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が

存
す
る
こ
と
'
さ
ら
に
は
〝
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″
・
清
小
で
あ
る
と
す
る
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逸
話
を
活
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
鮮
拭
・
「
徐
使
着
分
新
火
」
詩
等
の
醇
鱗
も
あ
ろ

う
が
'
苧
朴
の
親
交
を
認
め
る
描
川
の
見
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が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
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蛇
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間
に
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い
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れ
て
い
な
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岩
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∵
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れ
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梢
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縄
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填
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華
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叔
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∵
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迎
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け
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作
∩
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考
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の
小
介
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で
あ
る
。

け

　

　

　

淵

1

′

　

.

4

・

・

・

　

-

.

十
　
m
　
　
　
　
　
　
　
ん
∴
〓
頓
‥
.
,
・
.
^
^
-
へ
‖
〔
人
.
」
　
:
*
*
;
.
-
・
-
>
　
口
.
I

f
r
n
詩
姥
似
純
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
小
倉
将
既
拭
群
詩
叩
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降
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振
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を
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と
で
、
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れ
を
聞
-
と
比
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百
姓
と
し
て
脂
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を
流
し
て
粒
々
辛
苦
し
て

米
を
作
り
な
が
ら
も
強
い
悲
し
み
に
製
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
眼
前
の
飯
射
両

は
今
日
の
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れ
を
見
て
さ
ぞ
や
鴫
笑
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
へ
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に
詩
を
吟
ず
る

こ
と
も
な
ら
ず
た
だ
捜
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っ
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い
る
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る
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句
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詩
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仁
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÷
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あ
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時
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お
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笑
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た
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句
毒
」
文
に
〝
明
咋
春

昭
へ
江
郷
小
」
消
'
頭
戴
彼
笠
'
討
屑
士
於
爪
獅
山
前
'
別
災
以
生
前
特
需
ル

蝣

-

I

蝣

I

.

行
へ
.
 
～
」
曹
″
造
恩
領
願
山
前
寺
'
四
追
詰
賀
竹
〟
(
讐
と
す
る
。

い
'
∴
叫
五
小
蝣
-
-
'
0
'
i
品
で
、
小
>
-
-
-
'
流
が
5
s
」
中
の
　
　
に
e
r
r
水
仙

∴
¥
1
-
"
,
一
1
'
.
1
1
'
・
-
・
　
　
言
-
・
'
-
'
∵
:
-
.
.
-
(

五
山

S
S
&

附
欝
刷
㌍
㌔
)
O
後
者
は
,
大
苦
仏
・
掌
冗
光
の
冨
年
富
た



め
に
止
璽
寸
へ
の
行
貢
げ
た
琵
柚
H
(
恥
腎
酢
-
)
に
与
完
筈
詩

三
崇
内
の
豆
の
る
(
肺
臓
如
㌍
〟
 
″
頴
硝
s
Y
両
作
-
|
4
J
も
,
永
抑

守
-
∫
C
;
」
ォ
ー
り
述
思
r
・
,
ふ
　
っ
.

万
景
九
(
～
鑑
。
)
に
,
次
の
よ
う
荏
・
票
存
す
る
3

即
持
挿
花
間

仙
北
、
ホ
叫
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瓶
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瓶
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燐
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萩
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什
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叩
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茸
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鉢
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あ
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句
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述
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。
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(
-
ど
,

臓
八
上
只
へ
垂
語
云
'
似
城
山
頭
逢
粧
捕
、
乃
問
何
困
大
蛇
生
'
桝
蛍
々
々

不
許
夜
行
'
投
明
須
矧
へ

(
翰
林
荊
就
集
・
拭
年
山
相
国
承
天
岬
寺
五
仕
法
語
)

文
他
三
年
の
作
で
'
飯
期
山
武
逸
話
詩
句
を
引
用
し
て
説
法
す
る
。

1
1
上
'
本
朝
神
州
作
品
に
詠
出
さ
れ
た
飯
新
山
頭
逸
話
(
請
)
に
つ
い
て
松

組
し
た
。
用
例
は
多
-
な
い
.
目
的
が
'
機
綬
語
と
し
て
の
「
飯
斯
(
山
一
」

語
使
川
や
逸
話
(
請
)
の
存
在
指
摘
に
止
ま
る
も
の
も
あ
る
。
主
体
は
'
逸
話
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(
討
)
が
「
哨
詣
」
で
あ
る
こ
と
'
姥
の
7
1
か
「
作
湖
北
」
で
あ
る
こ
と
'
「
按

と
り
午
J
O
対
附
:
:
?
軸
仙
・
^
'
C
T
"
:
‥
二
>
-
1
-
-
¥
:
'
^
榊
.
-
^
~
J
し

た
作
目
…
で
あ
る
。

抄
物
・
木
用
神
州
作
日
間
の
枚
対
を
終
え
る
に
あ
た
り
'
苅
満
は
f
e
/
の
よ
う
な

感
思
を
抱
-
。
木
棚
郷
間
は
中
華
の
逸
話
に
対
し
、
版
籍
な
分
析
・
解
釈
の
上

に
二
J
t
'
-
^
-
i
~
i
t
r
し
て
い
7
㌔
r
Z
S
-
山
f
c
V
^
i
(
捕
.
I
d
H
へ
=
'
木
小
満
の
r
i
j

t
;
¥
の
評
が
〝
去
讃
共
拘
束
也
″
で
あ
っ
た
の
に
対
し
'
本
朝
禅
僧
は
″
拘
束
″

の
滋
味
・
原
因
を
淵
の
内
容
に
求
め
'
さ
ら
に
は
詩
句
の
表
現
上
の
効
果
に
ま

で
き
及
ぶ
。
こ
の
避
止
は
'
逸
話
解
釈
の
手
順
の
上
か
ら
は
不
可
欠
で
あ

一
m
の
叩
忘
川
!
!
i
:
'
v
J
」
'

-
:
-
>
'
-
n
せ
る
た
め
に
は
叫
-
>
・
'
し
い
こ
し
J
l
'
J
*
3
:
ハ
.
.

・
・
・
・
・

た
だ
し
~
3
+
1
'
こ
n
j
.
'
i
鞭
に
^
3
y
j
^
た
を
¥
¥
l
の
ま
寸
i
l
'

.
-
~
己
C
作

∩
…
-
z
'
.
-
i
i
p
l
'
X
J
,
,
る
こ
し
J
l
'
-
M
-
?
'
:
?
別
&
-
i
z
l
川
些
品
を
謙
:
～
:
丁
一
つ
神
州
五
日
間
の

多
-
が
'
槻
念
的
・
類
判
的
に
過
ぎ
る
悦
向
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
邦
間
が
自

己
の
間
題
意
識
を
火
山
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
逸
話
を
川
い
る
の

で
な
け
れ
ば
、
弱
の
創
f
e
j
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味

で
は
'
本
別
祁
僧
の
作
品
に
対
し
'
一
抹
の
物
止
り
な
r
J
を
感
じ
る
。
例
え
ば
'

蘇
賊
は
逸
話
原
作
者
の
意
図
を
別
解
し
な
が
ら
、
我
が
身
の
上
の
叫
に
比
し
て

作
品
化
し
て
い
る
。
逸
話
の
蛇
を
流
浪
の
挫
・
生
は
-
I
n
の
蛇
に
転
じ
て
詠
出
す

∴
1
-
!
%
'
決
し
て
i
?
r
i
一
i
l
'
^
'

-
射
し
仕
山
(
'
:
'
叫
し
め
て
い
る
-
p
u
ふ
な
い
。

卜
‥
∵
蝣
W
.
-
.
i
¥
-
>
言
,
・
J
ば
'
ホ
用
J
E
」
^
に
は
朴
山
中
が
;
が
^
-
蝣
蝣
i
u
小
V
た
よ

う
な
キ
体
験
・
文
学
体
験
を
欠
い
た
た
め
に
、
知
識
の
上
で
の
別
解
に
終
始

し
た
し
」
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
自
己
の
関
越
意
識
と
糾
び
つ
け
て
語
ら
れ

る
に
は
'
純
絹
の
存
在
は
あ
ま
り
に
も
大
き
-
'
偶
像
化
さ
れ
過
ぎ
て
い
た
と

l
'
-
~
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

朋
湖
山
頚
逸
話
詩
の
作
者
は
李
白
と
さ
れ
る
。
が
'
禅
僧
の
逸
話
・
詩
の
刑

解
・
地
目
及
・
作
品
化
の
過
程
に
お
い
て
'
李
白
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
0

木
桶
の
刷
脳
を
〝
祁
林
に
お
け
る
枇
甫
像
寸
見
〃
と
し
た
所
以
で
あ
る
。

【
参
考
】
　
近
間
期
に
入
っ
て
か
ら
の
'
飯
期
山
武
逸
話
の
流
布
・
彫
竹
に
つ

い
て
は
定
か
で
な
い
。
参
考
と
し
て
'
次
の
二
例
を
掲
げ
る
.

屯
雑
仙
例

松
は
芭
純
一
に
は
'
俳
文
「
四
山
瓢
」
が
存
L
t
後
半
部
に
次
の
よ
う
に
記
す
0

や
が
て
も
ち
ゐ
て
'
隠
士
素
翁
に
こ
ふ
て
、
こ
れ
が
名
を
柑
さ
し
む
。
そ
の

こ
と
ば
は
右
に
し
る
す
。
其
句
み
な
や
ま
を
も
て
お
-
ら
る
ゝ
が
ゆ
へ
に
円

と
よ
ぶ
。
中
に
も
板
新
山
は
老
杜
の
す
め
る
地
に
し
て
'
李
白
か
た
は
ぶ

れ
の
句
あ
り
。
素
翁
り
は
-
に
か
は
り
て
我
貧
を
き
よ
-
せ
む
と
す
。
か
つ

む
な
し
き
と
き
は
'
ち
り
の
E
S
と
な
れ
。
得
る
時
は
〓
環
も
千
金
を
い
だ
き

て
'
」
両
も
か
ろ
L
と
せ
む
こ
と
し
か
り
。
(
芭
黙
文
集
・
「
四
山
瓢
」
)

也
椎
は
'
〝
い
み
じ
き
柑
ル
・
米
を
入
る
べ
き
瓢
の
緒
を
山
口
素
質
に
依
頼
す

蝣
0
-
よ
　
り
1
二
氾
u
>
0
-
;
.
 
-
'
日
英
間
1
-
4
-
t
 
K
S
」
間
・
J
*
.
 
-
i
.
 
t
 
T
j
中
∴
s
t
-

な
る
「
瓢
之
銘
」
を
製
す
.
芭
燕
の
〝
中
に
も
板
類
山
は
～
ル
は
'
素
堂
の
銘

の
結
句
に
対
す
る
解
で
あ
る
。
板
新
山
珂
逸
話
詩
を
'
戯
詩
・
活
詩
と
し
て
解

し
て
い
る
。
な
お
'
こ
の
時
の
芭
純
一
の
発
句
は
、
「
も
の
ひ
と
つ
瓢
は
か
ろ
き

我
よ
か
な
」
で
あ
る
.

c
L
;
良
S
?
(
ト
〓
柑
l
川

良
斧
と
も
,
姦
(
舶
視
の
)
作
と
も
語
れ
る
「
莞
相
同
」
帖
に
は
,
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ト
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山
i
-
'
Z
t
-
:

(
「
題
九
州
岡
」
的
)

仕
山
の
立
場
で
'
蛇
に
頓
荊
し
な
い
椛
を
〟
不
愁
″
と
し
て
詠
化
し
た
の
が

-
'
　
(
-
 
-
!
-
-
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